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は じ め に

1995年5月 にシラク氏 が フラ ンス(以 下,仏 と省略)の 大統領 に就 任 した。

シラク大統領 は6月13日,南 太平洋 の仏領 ポ リネシアにおいて核実験 を再 開

す る旨発表 した。以来本大学 の 「オセアニア事情 」受講生 と共 に新聞 の切抜

きを元 に仏核実験再 開の報道 を追 うことになった。(以下 ,小 文の括弧内 の数

字 は,朝 日新聞 に報道 された月 日で ある。例:10・1は ,1995年10月1日 。

括 弧内で は1995年 は省略 す る。)事 実関係 を確認 し議論 を交わ している
。8月

17日 の中国 ・新彊 ウイ グル 自治 区におけ る核実験 を挟 んだ,7月14日 か ら8

月26日 まで約6週 間 のオセアニア諸 国の動 きを中心 とした各地 の抗議行動 と

その意 味 については,「オ セアニアの冬1 .ム核 実験醐 の報道 を辿 る1}Yy書

いた。 当初 の仏 の発 表で は,実 験 は7,8回 行 われ る予定で あった
。既 に2

回 の実験が行 われた時点 で は,後4回,つ ま り合計6回 と予定 回数が減 った

(10・25)。その後10月27日 に3回 目,11月21日 に4回 目の核 実験 がムル ロア環

礁 で実施 された。現 時点(12月6日)で は,後2回 の核爆 発が ポ リネ シアの

海 を汚 す こ とにな る。

南太平洋 におけ る仏核実験 は現在進行 中の出来事 であ る。仏領 ポ リネ シア
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の首都パペ ーテ(タ ヒチ島)在 住 の仏領 土代 表で あ り 「核 兵器が第二次世界

大戦 を終 了 させ,日 本帝 国主義の拡張 を防 いだ(10・6)」 と議会 で演説 した

ガ ス トン ・フロス氏 は,パ リで シラク大統領 と会談後,1996年3月 に実験 を

終了 し,ム ル ロア環礁核実験 セ ンター を閉鎖 す る と述 べた(9・20)。 世界 の

反核 の声 に呼応 して予定 が早 め られた。諸事1青の劇的 な転換 に よって,以 後

2回 の核 実験 が中止 にな るか もしれない。現実 的で はない にせ よ,そ の願望

を持 ち続 けなが ら,小 文 で は,(1)少 数民族 の海 にお ける仏核 実験再 開,② 仏

核 実験場 であ るポ リネ シア,(3)タ ヒチ島 を中心 とした仏領 ポ リネ シアの歴史

につ いて考察 した い。

(1)少 数民族の海 における仏核実験再開

「オ セ ア ニ ア の冬 」で は,ム ル ロ ア環 礁 周 辺 に乗 り出 した 国 際環 境 保 護 団体

グ リー ン ピー ス の抗 議 船 や オ ー ス トラ リア(以 下,豪)や ニ ュー ジー ラ ン ド

(以 下,NZ)か らの抗 議 行 動 の 報 道 をお もに辿 った 。 日本 に お け る動 き も ま

とめ て あ る。95年 の2)nと 仏 の核:y.関 連 の言謝 ま,核 軍 縮 該 廃 絶 該 抑

止 論 の有 効 性 非 有 効 性,環 境 問題,国 際政 治,広 島 ・長 崎 へ の 原爆 投 下 に始

ま った核 兵 器 が 関 わ る歴 史 的 な経 緯 等 に視 点 が 据 え られ て い る。 しか し東 は

イー ス ター 島,南 はNZ,北 はハ ワイ とい う,欧 州 大 陸 の3倍 は あ る巨大 な三

角 形 を なす 地 球 上 最 大 の文 化 圏 へ の侵 害 とい う視 点 に立 って書 か れ た記 事 や

議 論 は少 な い。 ア メ リカ(以 下,米)は マ ー シ ャル 諸 島 ・ビキニ 環礁,エ ニ

ウ ェ トク環 礁(と もに ミク ロ ネ シ ア人 の 地)で,英 は豪 の砂 漠(先 住 民 ア ボ

リジニ ー ズ の地)で,米 英 ともが キ リバ ス ・ク リス マ ス 島や ジ ョンス トン島

で,そ して仏 が 仏 領 ポ リネ シア の ム ル ロア環 礁 や フ ァ ンガ タ ウ フ ァ環 礁(と

もにポ リネ シア人 の地)で,核 爆 発 を行 って きた 。括 弧 内 の民族 名 が 示 して

い る よ うに少 数 民 族 の土 地(海 域)が 選 ばれ 使 用 され て い る。 中 国や ロ シア

に して も同 様 の状 況 で はな い だ ろ うか。 ム ル ロア環 礁 で第 一 回 の核 実 験(T
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NT火 薬換 算で約20キ ロ トン,9・30)が 強行 された9月5日
,「血塗 られた

爆弾(9・6)」 とタ ヒチ島 の住民 は怒 り,フ ァアア国際空港 で はデモ隊が投

石や放火等 の挙 に出 て激 し く抗議 した(9・7 ,8)。 しか しジ ュペ仏首相 は反

核運動 を 「ヒステ リー(9・ わ 」 といな し,シ ラク大統領 は飽 くまで計画 を

遂行 す る予定 を変 えず,10月2日 に ファンガタ ウファ環礁 で第二 回の核 実験

(TNT火 薬換算 で約110キ ロ トン,10・2)を 実施 した。

第一 回実験 後,フ ァアア市長で あ りポ リネ シア民族解放戦線党 首で あるオ

スカ0・ テマル氏 は,今 後 は暴動 等 ポ リネシア人がエ ネルギ._......を失 う抗議行

動 は抑 え,領 土 議会の選挙 キ ャンペ ー ンに集 中 して い くと述 べ て い る(10.

1)。 仏領 ポ リネ シア領土議会 の定数 は41議 席 だが
,ポ リネ シア民族 解放戦線

(党)は5議 席 しか獲得 していない。 この数字 を過半数 の21議 席 に伸 ばすのが

テマル党首 と支持者 達の 目標 となった。 ポ リネ シア海域 で行 われ て きた,そ

して今 なお続行 中の核実験 は,テ マル党首 のい うように 「植民地 主義 の暴 力

(9・23)」に他 な らない。 ポ リネ シア民族解放戦線 の 目的 は
,経 済援助 に頼 る

少数民族社 会の現状 を見直 し自立へ の道 を歩 みだそ う とい うところにあ る と

思われ る。1985年 に調 印 され翌 年発効 となった南太平洋非核地帯 条約(ラ ロ

トンガ条約)も まさにその視点 に立 った もので ある し,中 南米非核 地帯条約

(トラテロル コ条約)や ア フ リカ非核地帯 条約(ペ リンダバ条約)そ して 目下

議論 され てい る東南 ア ジア非核地帯 条約 も,基 盤 とな る哲学 は同 じであ ろ う
。

つ まり各地域 の条約 は,決 め られ た非核地帯 への核攻 撃
,核 実験,放 射性物

質 の廃棄 を禁止 す るだ けで な く,現 ・元植民地 の先住民,或 は宗主国 の二流

市民 としてでな く,自 分達 が踏 み しめて いる土 地或 は海 の主体者 として生 き

て い こうとい う意思の現れ であ る。

ポ リネ シア に焦点 を絞 れ ば,大 航海民族 であ るポ リネ シア人 の一 団が タ ヒ

チ島や周辺 の島々 にカヌー を漕 いで渡 来 し住み着 いたのは1400年 位前 であ る

と推定 されて いる(後 述)。 それ以後彼等が何十世代 に も渡 って占有 して きた

南太平洋 の珊瑚礁 と島々 は大戦 後 ここ30年 の間 に,仏 核 実験場 として世界 に
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知 られ るようになった。 しか し英 を含 む欧州諸 国 は30年 よ り遙 か に長 きに渡

って,南 太平洋 の島々 を 「発 見」 し領有 を宣言 した とい う 「権利 意識 」 の下

に,島 々や海 や住 民 を様 々 に利 用 し利益 を得 て きた。欧州人渡来以後,「南海

の楽園」 にいた 「高貴 な野蛮人」達 は,プ ロテス タン トとカ トリックの争 い

に巻 き込 まれ銃 によって殺 され伝染病 に冒され,地 域 に よっては宗主 国の経

済発 展 に貢献 させ られ或 は太平洋戦争 の犠牲者 に列せ られた。 そ して20世 紀

の後半 にな ると,初 めは大気圏 で以後 は地下 で核爆発 を起 こす実験場 として

利 用 され るに至 った。仏 による核 実験 は,現 在 まで ムル ロア環礁 とファンガ

タウフ ァ環礁で計208回 行 われてい る。その間地元 は核実験 に関わ る決 定権 を

持 たず,実 験 の情報 は一切提供 されなか った。実験場 に駆 り出され る労働 者

の健 康調査 は僅 か2年 前 に始 まった ばか りで あ る。莫大 な経 済援助 はあ る

(9・23)。仏領 ポ リネ シアの みな らず,マ ー シャル諸 島他 で も実施 されて きた

動物 園理論(ズ ー ・セオ リー)と か囲い込 み といわれ る,ふ んだ んにお金 を

与 えて 自立意欲 を失わせ る戦 略 に基づ いた援助 であ る。援助 によって潤 う地

元の人々 も無論 お り,そ れがテマル氏 のポ リネ シア民族解放戦線 が議会 で5

議席 に留 まってい る一一つの大 きな要因 と考 え られ る。

太平洋 の少数民族 も現代文明 の凶器 に対抗すべ く力 を集 めてい ないわ けで

はない。半世紀前 に米軍が 「全人類 の平和 のた め」と称 してマー シャル諸島 ・

ビキニ環礁 の住民 を移住 させた とき,住 民 は米軍 の言葉 を鵜呑 みに して 「全
ヨラ

人 類 の た め な ら… … い ち じ島 を は なれ ます 」 と応 じた。 しか し今 で は 「全 人

類 の 平 和 のた め」 の核 実 験 を信 じて い る太 平 洋 人 はい な い。 仏 核 実験 再 開後,

キ リバ ス,ナ ウル は対 仏 外 交 を凍 結 し(9・7),南 太 平 洋 諸 国 会 議(SP

F,フ ィ ジー ・タバ イ事 務局 長 〉 は仏 を 「域 外 対 話 国 」 か らはず す こ とを決

め,SPFの 議 長 国 で あ るパ プ ア ・ニ ュ0ギ ニ ア の チ ャ ン首 相 兼 外 相 は国連

で仏 を厳 し く批 判 した(10・4)。 その効 果 もな く第 三 回 目の 実験 が行 わ れ た

後,同 首 相 は仏 へ の追 加 制 裁 を検 討 す る よ う事 務 局 に指 示 を 出 し た(t1・

3)。 仏 の ほ うは来 春(南 半球 の秋)に 核 実 験 を終 了 す れ ば対 話 国 の資 格 も回
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復 す るであ ろ うと・ つ ま りこの ような亀裂 は短期 の もので あろ うと高 を くく

って いる(10・5)。 確 か に独立 して まだ1年 しか経 たないパ ラオ共和 国
の よ

うに 「反核 に疲 れ(1・ ・6)」 て しまっ姻 もあ る
.ク ニわ ナ カム ラ大統領

は 骸 実験 は欧州 でや ってほ しい」 と述 べ るが
,自 由連 合 とい う形態 轟こよる

不瀞 繍 援助依存体 質が・SPFの 強 し・意思 も練 も
,テ マル氏 らの理想

を支 える基盤 も崩す恐れ は今後十分 にあ るだ ろ う
。

SPFを 支 え小国 のた めに国際世論 に向か って発言 し続 けてい るの は
,豪

とNZで ある。 豪で は不買運動 が続 き
,運 輸労働組合 は実験 が強行 され るっ

どエ ール フラ ンス機へ の就 労や給 油 を拒 む とし・った ように
,あ らゆ る可能 な

手 だて を用 いて仏 に櫨 してい る.ニ ュー ・サ ウス ・ウェールズ州党大 会 で

は・仏 がCTBTに 調 印す るまで ウラ噺 規 売却契約 を結 ばない とい う動議

を可決 した。理 由 は 「核 実験 は南太平洋諸国先住民 に破壊 的 な影響 を与 えて

い る」とい う もので あ り,「豪政府 が現在 の ウラン契約が仏核実験 と無関係 で

ある ことを明 らか にす るよ う求 め」,最 終 的 には 「全 ての核 実験 に反対 」す る

と決 めた(10・1)・ 第三 回 目の核実験後
,大 國 ヒ端 の ダーウ ィン港 で は,グ

リー ンピースのメ ンバ0が 錨 の鎖 に自 らを縛 り付 けて ウラン輸 出船(行 き先

は不 明)の 入 港 と荷 役作業 を阻止 し
,港 湾組合 も呼応 して荷役作業 をボイ コ

ッ トした(11・1)。 因み に豪州 は2001年 迄年 間300ト ンの ウラン輸 出契約 を仏

と結 んでお り,豪 世 論 は この ウラ ンが南太平洋 にお ける核 実験 に使用 され て

いない ことをはっ き りさせ るよ う政府 幹ご要求 しているのであ る
.キ_テ ィン

グ豪首相 は・第三 回核 実験後 ・「仏 は自 ら国際社 会 での評価 を落 とす」と厳 し

く語 った(1Q・29)。

南太平洋非核地帯 条約(ラ ・ トンガ条約)の 推儲 であ るNZは
,国 際司

法裁判所(ハ ーグ)に 「仏核実験差 し止め の訴 え」 を出 した
.理 由 は,ム ル

ロア環礁 の岩盤 が弱 って地崩れや放射能漏れ の危険 が ある とい うもの であ る
。

しか し国鯛 法裁 は・2:3で これ を去ロ下 した(9・23)
.NZの ボル ジャ_首

相 は・ 「仏への圧 力 は加 え続 ける」意思 を明 らか に し(臥 国連5・周年言己念総
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会 で は 「中仏 がなお核懇 を続 けてい る ことは・不可解 で あ りi受 け入れが

たい.必 要 なの は,核 兵器廃絶 を実現 す るための戦略 だ・ それ は・実現不可

能 な 目標 で はない(1・ ・26)」と中仏 を 「名 指 し」で非難 た・第三回核 実験

直後,同 首相 は 「1・月に首都 ウ ェ リン トンで離 され る英連邦首脳会議 の演

題 に,献 平洋 にお ける核 轍 を取 り上 げ る」 と発表 した(10・29)・ 英仏首

脳 会談 が 。 ン ドンで行わ れたばか りで もあ り・ 目下対仏 関係 の蜜 月状態 を維

持 しよう と努 めてい る英 の出方が注 目され る。

仏国 内に も,南 太平洋住民 の訴 えに耳 を貸 す人 々 はい る・パ リで は5000人

の反核 デモが行 われた(10・2)。 仏国内の世論 調査 に よれ ば67%が 「核実験

ノ ン」 と表明 してい る(11・7).そ して心強 いの は仏 マス コ ミ界 と科学者 の

騨 さで ある.仏 ルモ ン ド紙 は,ム ノレ・ア灘 には亀裂が入 りセメ ン トで埋

め戻 した と10月3日 に報道 した。(ミヨン仏 国防相 はグ リー ンピー スが作成 し

た図面 で あ り,従 って信 懸性 に疑問が あ る旨の否定的 な コメ ン トを出 してい

る。10・3)報 道 に よれ ば,亀 裂 は縦横 に合計8本,最 長 の亀裂 は8・5キ ロ

メー トル も続 いて いる とい う。仏 の地質学者 は,亀 裂か ら放射能が海 に浸 み

出す危険性 を指摘 してい る(1・ ・4).・0月 にブ リュ ッセノレで開かれた欧り'1'i議

会公聴会 で は,2人 の専門家が 「実験場 の環礁 内 にプル トニウムが漏 れ る可

能性 と,仏 政府 の主張 す る安全性 への疑 問」 を呈 した。仏 クレルモ ンフェフ

ン火山研究 セ ンターの ピエール ・バ ンサ ン教授}ま環 礁下 の火 山は勾配が急

で,騰 下 の重購 造 にな ってい る脆 弱 な地 質 は度重 なる実験 に よって地 崩

れ を起 こしかねず実験 は中止 され るべ きだ と主張 した。 ス ウェーデ ン ・ラ ン

ド大,エ リス ・ホルム教授 は,環 礁 内の海水 を測定 した結 果,プ ル トニ ウム

の漏 出 の可能性 について述べた(と もに10・23)。 情報交換 や政府批判が許 さ

れ ない国々 と異 な り,仏 には言論 の 自由や人権尊 重の意識 が しっか り根 づい

て いる と思わせ られ る報道 に接す るこ とが で きた。 この事実 は悲 しみの壁 に

開 けられた小 さな窓 の一 つで あ り,そ れ ゆえに先 に述べた願望 を抱 き続 ける

こともで きるので あ る。
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献 平 洋の人 々 を瀦 させ る動 き 緻 々あ る
.専 門家 曙 告 に も関わ らず,

欧州委員会(ブ リュ ッセル)は ・仏櫨 騨 欧州原子力期 体(ユ ーラ トム)

条約 の安全規定 に違 反 していない と
,委 員観 働 こよる繍 を出 した.新 聞

の見 出 しには 「亀裂嫌 う思惑 が作用」 とあ る(10 ・25)
.欧 州委員会 は,EU

内の亀裂 を蜘 あ ま り騨 礁 の亀裂 には目をつぶ ったのであ る
.ユ ー ラ トム

条約 の安全規 定で は・「とく脆 険 嫉 馴 の場合 には
,欧 州委員会 の助 言や

承認 を得ね ばな らずぽ た その判 断のた めに力日盟国(こ の場合 は仏)は 情報

を提供 す 礒 務 があ る とされ ている
・加 盟国 の〒眠 濃 るた めに この安全規

定 があ る・ 仏 は粉 な情報 を提供 しなし・まま実験 を醐 した(10 .23) .仏1ま

「仏領 の土地 」で実験 を行 うので あ り中国が 自国 内の土地 で実験 を行 う
の と変

わ りはない とす る説 を述べ て きた・ その議論 に立 て ばそ して法の上か らも
,

仏領 ポ リネ シア人 は仏市民 であ る。本来 な ら1ま加 盟国(仏)の 住民 であ るポ

リネ シア人 の鱒 や安全 に・欧州委員会 は親身 な"_yr4をすべ きで あった
.南

の海 の仏 市民 が見捨 て られ たのは
・ ポ リネ シア人 帽 下欧州 の利害 に無関{系

妙 数民族 であ るこ とと・ ポ リネ シア醐 力.・欧州か ら遙 か遠 い とい う位置 的

関係 ゆ えであ ろ うことは想像 に難 くない
。

「遠 い献 平 洋の人 々の訴 えに耳 を貸 そ う としない(10 ・3)」 と仏.シ ラク

大纐 を非難 す るス ウー デ ンの か ル ソン首相 の声 に恥 傾 ける指導者 は

少数 で・ 「EUの 亀裂 」は避 け られた
.だ がセ メ ン トで埋 め戻 された 「ムル 。

ア環礁 の亀裂」 が再 び裂 けな い とは誰 も保証 で きない
.漏 出 したプル トニ ウ

ムの被害 は・撒 の形で太平洋 の魚 を・ にす る我 々 と我 々の子孫 に
,欧 州 の

仏市民 を含 め地球上 で生 を営 峨 々 峨 々の子孫1こ
,影 響 を及 ぼすだ ろう。

しか し30年 間・仏 による核爆 発 の影響や核実験政策 の被 割 こ苦 しみ
,今 後 も

その苦 しみ を背負 っていか な けれ ばな らな いの は
,ポ リネ シアの人 々 を含 む

太平洋諸島 の少数民族 なので ある。
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(2)ポ リ ネ シ ア

「ポ リネシア」とは太平洋 中央部 にあ る 「多数 の島々」を意味す る・輔 端

イ_ス タ_島s西 南端NZ,北 端ハ ワイ を結 ぶ剥 ネ シア三角形 の広 さは2800

万平 方km.広 大 だが,陸 地面積 は29万 平 方kmに す ぎない・温耀 嘱 す る

NZを 除 いた全 てが熱帯 もし くは亜綿 こ位 置 し4)流 のペ ルー海 流が流 れ

るマル キー ズ諸島以東以外 には珊瑚礁が発達 してい る。 この三角形 に含 まれ

る国,地 域 は以下 の ようで ある。

イ ー ス タ ー島(チ リ領),NZ(独 立 国,以 下 独),ハ ワイ(米 合 衆 国 の

州)酒 サモア ㈱,ト ンガ王国(独),ツ ヴ ァル(独)・ クッ儲 島(舳

連合臥 ニ ウエ(舳 連 合国),ア メ リカン・サモア(米 領)・ トケラウ(N

z領),ウ ォ リス ・フ トウナ(仏 領),ピ トケア ン諸 島(鞭)・ それに仏領 ポ

リネ シアであ る.・96・年代以 降,独 立国 あ るいは自由連合国 となった国が多

い.住 民 は,先 住民 の他 にかつて植民地 時代 に宗主国か ら渡 って きた人々 と

の異人種 間結婚 による混 血 と中国系か ら成 る・ ポ リネ シア地域 の総人 口は数

字 を単純 に足せ ば55・万弱 とな るが,欧 州 系やア ジア系の住民数 を差 し弓1いた

ポ リネ シア先住 民系数 は概 算で110万 か ら120万 人 であ る。しか し人 口が100万

以上 のハ ワイ州 や,異 人種 間結婚 力瑛 植民 地時代 か ら進 んで いて・ しか もど

の 「血」 を自 らのアイデ ンテ ィテ ィであ る と公 にす るか は本人 の申告任 せ と

い うNZの ような多民族社 会 も,ポ リネシア三角形 には含 まれ てい る。 また

全 ての地域 の人種別統計が あ る とは限 らないた め・ ポ リネ シア人口 は特定 し

難 い.ハ ワイ とNZを 別 に した 剥 ネシア諸島人 の人 ・はお よそ55万 人 であ

る.タ ヒチ島等 かな 欄 査 が きちん としてし・る島 にお けるポ リネシア人 口の

割 合(後 述)を 当て はめれ ば,人 ・の約7割 が 剥 ネ シア人 の血 を引 くとみ

て よいだ ろ う.ハ ワイの先 住民 の血 を弓1く人々 は2・万人強で あるが・ そのf也

に トンガや サモア等 の剥 ネ シア諸 島か ら移住 して きたハ ワイ住 民 も15万 人
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近 くい る。NZの 人 口 は約350万 人 だが ,そ の11%強 が混 血 を含 め た ポ リネ シ

ア系 先 住 民 マ オ リ とい う こ とに な って い る
。 但 しNZで は前 述 の よ うに 自己

申告 制 で あ るた め,「 マ オ リの血 」を誇 る人 々 の数 が約39万 人 とい う意 味 で あ

る。ハ ワイ とNZの 先 住 民 族 の 数 を足 して ポ リネ シア人 口 は100万 を突 破 す る

と,こ こで は一 応 してお きた い
,

ポ リネ シア語 は オ ー ス トロネ シア語 に属 す るC)ハ ワイ先 住 民 の言 語 とNZ

先 住 民 の言 語 は赤 道 を隔 て て は い るカ§驚 くほ ど似 て お り
,同 じ民 族 が 太 平 洋

を漕 ぎ渡 っ て広 が って い っ た証 の一 つ とみ なす こ とが で き る
。 ハ ワイ とい う

地 名 を例 に とっ てみ よ う。ハ ワイHawaiiや 仏領 ポ リネ シア ・ソシエ テ諸 島 に

属 す るハ ヴ ァイ イHavaii(現 ライ ア テ ア 島)は ,ポ リネ シア人 の 口伝 に共 通

して 登場 す るハ ワ イ キの 変 形 で あ る。NZ先 住 民 マ オ リは,何 処 と特 定 せ ず

に伝説 中で父囎 地 をHawaikiと 呼 ぶ・他 に も類似 の例 をポ リネ シア中で

見 る こ とが で きる。 北 へ 行 くに従 っ て子 音 が抜 けて い る(或 は南 下 す るに つ

れ て子 音 が 加 え られ て い る)語 が 多 く,Hawaikiは 赤 道 の北 で はHawaiiに

な るの で あ る。Ariki(NZ・ 首 長 の意)と ,Arii(亜 熱 帯,熱 帯 地 方,首 長

の意)も 一一例 で あ る。 共 通 の 固有 名 詞 もあ る
。 「マ ウイ」や 「マ オ リ」 は ポ リ

ネ シア全域 で使 わ れ て い る。 ハ ワイ諸 島 に,神 話 に登 場 す る男 マ ウイ が釣 り

上 げ た マ ウイ 島 が あ るが,NZで も トリッ クス タ ー ・マ ウ イ は
,北 島 を海 中

か ら釣 り上 げ た青 年 の名 で あ る。 北 島 の別 名 は
,テ ・イ カ ・ア ・マ ウイ(マ

ウイ の 魚)で あ る。NZ先 住 民 は 自 ら を 「マ オ リ」 と呼 び
,渡 来 者(白 人)

を 「パ ケハ 」 と呼 ぶ。 この 呼 び名 は現 在 も普 遍 的 に マ オ リ
,パ ケハ 双 方 に よ

って使 わ れ て い る。 大 航 海 時 代 にNZ以 外 の ポ リネ シ アの 島 で
,自 ら を 「マ

オ リ」 と呼 ぶ先 住 民 に出会 った 欧 州人 航 海 者 の記 録 は数 多 く残
って い る。 筆

者 がNZマ オ リ人 の古 老 か ら聞 い た と ころ に よれ ば,初 め て 出会 っ た 未知 の

人 間 に対 して,自 らを 「マ オ リ=こ この土 地 の(者)」 と紹 介 し
,相 手 を 「パ

ケハ=よ そ の土 地 の(者)」 と名 指 す ポ リネ シア 古来 の儀 式 が あ
っ た とい う。

元 は どち ら も名 詞 で は な く形 容 詞 で あ り,例 えば 「この土 地 出 身 の(マ オ リ
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の)」 ランギ とい う名の者 です とい う形式 の自己紹介 に使用 されたのだ ろう。

ポ リネ シア人 は地元 の人 間対 よそ もの とい う区別 をはっ き りつ けるが,島 か

ら島へ と緻 す る人々 に とって・土地 の先住者 か それ とも今 到L6)た ばか り

か を鮮 明 にしなけれ ば,初 対 面の儀 式が始 まらなか ったか らであ る。今 で は

「マオ リ」はNZ先 住民 を指す固有名詞 だが,ポ リネ シア海域 の諸 島民 は,白

人渡来者 に初 めて遭遇 した ときは自 らを 「マオ リ」 と名乗 っていた ので あ る。

ポ リネシア人 は髪 の黒 さな ど日本人 と類似点 も多 いが,海 で鍛 えた骨格 は

遙か にが っち りしてい るし,波 と風 に耐 えて きた顔 の彫 りも深 く,太 陽 にさ

らされた肌 の色 も深い。 ポ リネシア人の起 源 は諸説 あ る。現在 で は 「オース

トロネシア語 を話 す人々が東南 ア ジアか ら移動 を開始 し,紀 元前1000年 ころ

には西部 ポ リネ シアの トンガ ・サモ ア地域 に移住 し,原 ポ リネシア文化 を形

成 した。そこに1000年 余 り滞 在 した後,紀 元後300年 東部 ポ リネ シアのマル キ

ー ズ諸 島 に移住 し,そ こを起 点 にイー ス ター 島(400年),ハ ワイ諸 島(500

年),ソ シエ テ諸島(600年)に 移 住 した。 さらに ソシエテ諸 島か らク ック諸

島 をへ て,NZに(8。 。年)灘 した了)と され る.筆 者 がNZの 首 都 ウ ェ リ ン

トンで出席 した先住民 マオ リの集会(マ ラエ)で は,ポ リネ シア人 の大航海

が単純化 された 口伝形式 で,従 ってひ どくわか りやす くこう語 られて いた。

「紀元前4,5世 糸讃 私 達の先祖 は故郷ハ ワイキ を出て,大 海 原 をカヌー

で航 海 した。(マ オ リの語 りは優 雅 な身 振 りや仕 草 付 きだ。 ここで はざ ぶ ん ざ

ぶ ん と大 波 が 揺 れ る様 を全 身 で表 現 す る。)ポ リネ シア三 角形 の おへ そ に あた

る島 に到 着 しそ こに上 陸 した 。部 族 は栄 え人 々 は豊 か に暮 し,や が て人 間 の

数 が増 え過 ぎた 。食 べ 物 が 足 りな くな り,い さか い が絶 えな くな る。 そ こで

勇 気 あ る男 達 と女 達 は,カ ヌー を漕 ぎ出 した 。 あ る者 は北 へ北 へ と漕 いで い

っ た。 東 へ東 へ と漕 い で い った 人 々 もいた 。 南 へ 南 へ と漕 い で い っ た あ げ く・

冷 た い 白 い土 地 に い きあ た り,食 べ物 を見 つ け られ ず に天 へ昇 って 星 とな っ

た人 々 もい る。 マ オ リは,予 言者 クペ の教 え に従 っ て この ア オ テ ア ロ ア(N

Zの マ オ リ名,長 い 白 い雲 の意)に 着 い た。」
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ポ リネ シア三 角形 の くだ りは現代 になってか ら若 い聞 き手 向 けに付 け足 さ

れた・ このマオ 硬 は・ ヴ ィク トリア女王時代 の 白人来 島以 後 も続 く
.鱈

地帯 で餓死 したカヌー ・グループ もきっ といた だろ う
.生 儲 力.・北上 して戻

り語 り伝 えた と思われ るが,そ の経緯 を知 らせ る口伝 はない。 こうしてポ リ

ネシア人 は広 い海 を占有 す るに至 った
。NZを 除 いて どの島 も無人 島だ った

ら しい・古 い文化 を破壊 した記憶 は・伝 にはない し
,先 儲 の遺跡 等 もなし、。

魚の豊 富 な豊 かな海が 自然 を愛 す る来訪者 を沈黙の うちに待 ち受 けていたの

であ る。NZで は,マ オ リ来 島以前 に巨鳥 モア を狩
っていたモ ア ・ハ ンター

或 はモ リオ リとい う人々 がいた と推定 されて いる
.彼 等が モア を絶滅 させた

犯人 とい うわ けであ る・ マオ リ側1ま,我 々 はモアの綴 によって先儲 が滅

びた後 の無人島 に来 た と主張 し・ 白人側 は,マ オ リがモ ア ・ハ ンタ遊 絶滅

に追 いや った と考 えたが る。 その意味 で双 方 と も征服民族 の原罪 意識 を微か

にで はあれ抱 いていて,そ れ が多民族社会 のモ デル ともいえ る穏 やかなNZ

共 同体 の形成 に貢献 しているので はなし・か と思 う
.定 住 してか らの繊 間抗

争 はNZで もハ ワイで もタ ヒチで もどの共 同体 で もあったが
,使 わ れ る武器

が石器時代 のそれ に限 られて いたか ら
,被 害 は 目に見 える程度 だ っただ ろ う。

白人 が渡 来す る前 のポ リネ シアの歴史 は,ポ リネ シア文 化が文字 を持 たな

いために記録 されていな い・遺跡 も数少 ない.海 を 自在 に往来 す る知 恵 を得
,

海 に生 の活路 を見 いだす この海洋民蜘 ま,住 まい とか道具 とか故郷 の山河 と

いった 「不動 の」依 りどころに依 らず
,そ の足跡 の大 方は海 中 に没 してい る。

羅鑑 やエ ンジ ンな しの遠洋航海 が どう して可能 だ ったか とい 擬 問 は
,島

国 に住 み農耕民族 であ っ峨 々 に も解 くのが難 しい問題 で はないだ ろ う
.波

の高低 や津 波,特 定 の魚 の捕れ る時期
,台 風 や嵐 等 の海 の機嫌,生 き物 の繁

殖,植 物 の繁茂等 自然界 の生命 のサ イクルs太 陽 のめ ぐり,月 の満 ちか け,

星 の推移,雲 の動 き,風 や気温 や雨 や川 の氾濫 や噴火 活動や地震等 につい て

年長者 か ら学 び 自 ら槻 察 を怠 らない人々1ま渤 物学 や植物学 や気 象学 を学

問す る人 々 と同 じように宇宙 の法則 を我 が物 と心 得
,深 い知識や洞察力 を蓄
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え航海 に,あ るい は農耕 に利用 していた筈 だ。

ポ リネ シア三角形 の広が りを漂 流等偶 然の結果 とす る説 はロマ ンテ ィック

で はあるが,ポ リネ シアの漁船 に女性 は乗 らなか った とい うポ リネシア人の

証言 も撚 また,ハ ワイータ ヒチ間 の36・・kmを 「8世 紀以悉王族間 の繍

や,祭 司 の交換 な ど」 のた めに航海が為 されて きた事 実が ある。 ポ リネシア

の航海者達 はソシエテ諸 島か ら5000km離 れ たNZへ 移住 してい るが,ハ ワ

イ=タ ヒチ間 を往復 航海 す る人々 に とってのNZは,方 角 は反対 だが 「距離

は,ハ ワイ よ りち ょっ と遠 い ぐらい」の感覚 で あった ので はないだ ろうか・

ポ リネシアの広が りは先 に示 した ようにゆっ くりとした時 の流 れの中で起 き

てい る。 目指 した島に向か う定期航海 な どの途 中に,天 候 の異変 に よって漂

流 した まま別 の島 を発見 し住 み着 いた人々 もい るか もしれない。 しか しや は

り蓄積 され口頭 で伝承 された航海 の体験 や知識 を基 に,人 口過剰,食 生活 の

貧窮,部 族 間抗 争 といった問題 が生 じるつ ど,新 しい島 を見 つ ける航海 に出

る習 わ しであった と考 えるのが,ポ リネ シアの広が り方 の妥 当な説明で あ る。

ポ リネ シア人 の航海 は,「 テ ラ ・オース トリス ・イ ンコグニ タ」 の ロマ ン と欲

と哲学 に支 えられた欧州人 の大航海 とは異 な っただ ろ う。 ポ リネシア人 に と

って海 は,落 人 や夜 逃 げの人 が越 える山道や峠道 ほ ど抵抗感 の薄 い道 であ り,

彼等 の操 るカヌー(ア ウ トリガー船 と複式船)は,陸 地 の旅人が履 くわ らじ

ほ ど体 に馴染 んでいた筈だ。彼等 に とって航海が 問題 に対処す る伝統的 かつ

普遍 的 な手だ てで あった とい う前提 を踏 まえて そ う考 えるので ある。つ ま り

白人 が機能 の よい船 で渡来 す る以前 のポ リネシア人 は,大 陸 を知 らず人 口増

加 に対 応で きる広 さのあ る土地 の存在 を知 らなか った。土地 は先祖代 々住 み

着 くもので はな くi生 まれ育 った島 に執着 せず何十世 代か毎 に島 を捨 て るこ

とが,ポ リネシア文化 の基盤 であった。言 い換 えれ ば耕作 をしない人 々が小

さな島の土地 にしがみつ く発想 を もて ば,人 口過剰 のさいは島民全員 の死 に

つなが りかね なか った。土地 に しが みつ く農耕民族 には危 険 きわ ま りない と

見 える船 出 も,ポ リネ シアの航海者達 に とって は新た な明 日の生存 を確 かに
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す 稀 望 の門 出であ った・ ハ ワイやNZと しめ た広 燈 かで定住 可能 な土地

を発 見 し初 めて・ポ リネ シア社会 も土地 の占有 とLaう 齢 を得 る
.土 地 をめ

ぐって・王族の争 い(ハ ワイ・ タ ヒチ島)や 塊 戦 争(NZ)を 体験 して い く

こ とに もな る・ その後 ・ これ ら小 さな島1こお ける小 さな争 い は
,白 人 の灘

によって・部族 間抗 争 とい うレベ ルカ・ら一 気 に
,南 海の諸島民が見 た こ とも

ない欧州 を含 む国際 問題 へ と昇格 してい くのであ る
。

⑧ 仏領ポ リネシアの歴 史

仏領 剥 ネシアは・南太平洋 の真 中 にあ るフラン...外 領土 であ る
.ポ リ

ネ シア=多 数 の島々 の意味通 り・仏領 ポ リネシア も約13・の島力・らなる
.陸 地

醸 が4000平 方kmで 醐 は4・・万平 方km
,「水 半球」の一敗 謎 わ しし、海

洋国で ある・鵡 暢 も知 られて いるの はタ ヒチ島 で
,陸 地面積 は1。。。平 方

km・ 仏領 ポ リネ シアの陸地 の約3分 の1を 占める
.全 人 ・約19万 人 の3分 の

2が タ ヒチ島 に住 む・首都パペ ーテ もタ ヒチ島 にあ る
.人 種 の内訳 は,ポ リ

ネ シア人7・%・ 欧 州 人15% ,混 血8%,中 国 人 が7%で 瀦 。

今 は仏領 で あるポ リネ シアの島 々 撮 初1こ渡来 した 白人 は
,当 時姻 と富

の分揃 合戦 を手荒 に勧 広 げていた スペ イ ンの艦隊 を率 い るメ
ンダーニ ャ

(1542--95)で ・ 彼 は1595年7月 に マ ル キ.___ズ諸 島 燵 し 島 民 を2。。名 殺 潔
。

銃 の威 力 を石器文化 の にない手達 に知 らせた この事件 は
,タ ヒチ島他 の近 隣

諸島 に も伝 わ って いっただ ろ う・ しか しこの時初 めて 白人 の存 在 を知
ったわ

けで はない と思 う・ ポ リネ シア人 の航海術 の巧 み さ
,航 澱 の長 さを考慮 に

入れれ ば・他 の太平瀦 島か らマゼ ラン来航 も伝 わ って いた と容 易 に想像 で

きる・ マル キーズ鵡 民 に とって実際 に遭遇 した 白人 の銃 は
,タ ニ フ ァ(ポ

リネ シア伝 説の人食 い怪獣)の 魔法以上 に効 率 の よい ものであ
った.1767年

に欧州人 がタ ヒチ島 を初 め て訪れた
.英 海軍 の ウォ リス大尉 で ある.彼 はタ

ヒチ を 「キ ング ・ジ ョージ3世 島」 と名付 けた
。翌1768年 仏 の軍人 ブーゲ ン
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ヴ ィルが来 島 し,さ らに翌年姻 か らク ック艦長が来13)した・ ブーゲ ンヴ ィ

ル は仏初 の太平洋探検隊隊長 に任命 され世界 を一 周 した。

タ ヒチ島 を 噺 ステラ島」 と命名 したブーゲ ンヴ ィル以来汐 ヒチ と仏 と

の関 わ りは この1995年 で227年 に及 ぶ.1771年 にブーゲ ンヴィル は『世界周航

記』 を出版 したが,デ ィ ド・ はrブ ーゲ ンヴ ィル鮪 記補遺 』 を出 して次 の

ように書 いてい る。「かつて 自然人 が存在 した。……(タ ヒチ人 に)泣 け,ヨ

ーロ ッパ人 に出会 った こ との不幸 を泣 け。奴等 はいずれ短剣 と十 字架 を持 っ

て侵略 しに戻 って くる.14)デ ィ ド・のr警 告」は的中 し・ ポ リネ シア人 の島々

は今 「海外領土」仏領 ポ リネ シア に変わ ってい る。 けれ ども彼の警告 は この

3。年間 に仏領 ポ リネシアが体験 して きた よ りは遙 か に穏 やかな こ とに対 して

発せ られていた に違 いない.ブ ーゲ ンヴ ィノレ来島の翌年1769年 か ら数度 に渡

りク ック探検 隊が タ ヒチ島 を訪 れた.以 来南太平洋 の小島靴 珊.1'iは 欧州

人 に とっていつで も好 き勝 に使 える別荘 地 とな る・様々 の訪問者 に よる記

録 も残 る こととなった.ポ リネ シアの海 は美 し 禮 かで・住民 は温和 で社 交

的識 艦バ ウンテ ィ号乗組員 の反乱の主た る原因 に もな り画家 ゴーギ ャンを

引 き付 けた ように,欧 州人1まタヒチ島民 に魅 せ られた・欧州人 の第一 印象 に

貢献 したの は,歴 史が ポ リネシアの内に育 んだ素養 と大 い に関 わ りがあ る。

ポ リネ シア人 は タヒチの 自然 に寄 り添 った暮 しを営 んで いたが洞 時 に海

の道 を辿 って新 しい島へ赴 く必然性 を日常 の感覚 として持 つ進取 の気性 に富

む人々 の子孫 で もあった.カ ヌー を出 して漕 ぎ着 いた新 しい尉 こは先住者が

いないか もしれ ない し,い るか もしれない。必要 とあれ ば異文化 を背景 とす

る住人 と折 り合 っていかな けれ ばな らない・ その輔 として・体験 の積 み重

ね を基 に し櫃 遇 礪 式 も磁 して魂.ゆ えにキャプテ ン ・ク ックの0行

を迎 えた タ ヒチ島の住 民 も 「異邦 人が訪 れた ときには例外」的 に振 舞 うし,

「社交的な楽 しみにははなはだ騰 予)な人々であると初対面の燗 は思わせ

られ た 。摩 擦 を避 け る知 恵 を発揮 す る 「高貴 な野 蛮 人 」 は,南 国 の楽 園 を訪

れ る人 々 に とっ て ひ ど く安 心 で 重宝 な存 在 だ った に違 い な い・ 好 きな時 に訪
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れ る ことがで き泌 要 とあれ ば銃 に物 を言 わせ る欧州人 備 の島々 を「別荘 」

にす る時代が到来 した・ しか し・珊瑚礁 の 「非常 に堅固 な龍 」 とい う資質

は轍 話題 に もされ ていなか った
・核兵器 が出現 す る まで,「 核爆発実験場 」

が必要 にな るまで・何百 回 もの核爆発1こ耐 え得 る固 い地質 を探 す必 要性
に迫

られ るまで詠 いで魚 を捕 るためにポ リネ シアの珊瑚礁 の海 はあ
った。

タ ヒチ島 が含 まれ てい る群 島 を・ キ ャプテ ン ・ク ック は ソサ エ テ 儲 島

SocietyIslandsと 命名 した。 自分 を太平洋 に送 りだ した ロイヤル ・ソサエ テ

ィか らとった名 で ある。仏領 にな ってか らは ソシエ テ諸島Ilesd
elaSociete

と記 され る。 ソシエ テ諸 島滞在 中,キ ャプテ ン ・クックはタ ヒチ島の みな ら

ず周辺 の島々へ も足 を伸 ば してい る.今 か ら226年 前の タ ヒチ島人 とかな り深

く関わ ったキ ャプテ ン ・ク ックは,そ の社会,住 民,集 落,食 糧 等 につ いて

詳細 な記録 を遺 している・但 し当時 は普通 なが ら今 日で は訂正 され るべ き表

記 も使 われ てい る・一例 に・ イ ンデ ィア ン(先 住民 の こ と)が あ る
.1769年

6月3日 の金星翻 を 目標 に・エ ンデヴ ァ号 は4月1・ 日タ ヒチ島 に接近 した
。

早速 に島人 のカヌーが出迎 え食糧 が提供 された
.ク ック隊 が滞在 中 に最 もひ

んぱんに櫨 われたの は・パ ンの実 と魚 と豚 であ る
.そ して緑 の葉 のついた

小枝 を捧 げる歓迎 の儀式 を受 けた・現在 も同 じよう臓 式 がポ リネ シ儲 地

方 で行 われてい る・ キャプテ ン ・ク ックの言己録 は激変 した 剥 ネシア地域 で

今 も尚 その重要性 を失 っていない儀試 が,200年 以 上前 もほぼ同 じであ った と

い う証 にな る。

当時 の タ ヒチ共同体 は階級社会 であ った。 キャプテ ン ・ク ックはオベ リー

妊 とその夫 であ る「酋長 オモア」,2人 の子供 に も会 った.成 人 した兄が父

親 の位 を継 いで妹 と繍 す るこ とにな ってい る と記 され てい17}
.ま たタ ヒチ

社,C,.
18)には賭 と水先案 内 を兼 ねた舘 もお り地位 は世襲制 で ある と書 かれ て

い る。筆者 もNZ先 住民 マオ リの 口伝採 訪中 に
,娘 や息子 の結婚相手 の身分

に拘 る親 の話・航欝 部族 の大仕 事 を取 り仕切 る神 官の話 を聞 いて い る
.定

住 で きる条件 を備 えた島 を見つ けて落 ち着 いたポ リネシア人社会 に階級制度
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が発達 して いった こ とが わか る.但 し実際 には跡継 ぎは養子 の場合 も多い・

実子 の中 に男 子が いない場合 や,い て も後継者 の素質 を持た ない と判 断 した

首長や神官 は麟 の部族 の子供 の中か 撮 も優秀 な子 を長 い年月か けて選 び

だ し,養 子 にす るので ある.情 に溺れ ると・多数 の部族民 の生存が危 う くな

るか らで あ る。海 は彼等 の庭 であ り峠道 で ある とはい え,部 族成 員の福祉 の

た めに,時 に冷酷 に注意深 く理性 的 に リー ダーは決 め られていた とい うこ と

だ ろう。 キ ャプテ ン ・クックが出会 った子供達 が実子 か どうか は分か らない

が,優 れた才能 を持つ若 者達で あった こ とは確か であ る。

異文化遭遇 に慣 れていた とはい え,そ れ は似 た ような碍 時代 の文化 を発

達 させて いた島人 達 を相手 として想定 しての こ とであった・欧州人 は帆船 に

剰,銃 をか ざし,釘 を使 い,ポ リネ シア人 の定義す る歎 化 人か らか け離

れていた.異 文化間 ギ ャップの激 しい衝撃 は,欧 州人側 も受 けた・ 自然 の懐

に抱 かれて時 間 に も縛 られず(キ ャプテ ン ・ク ックはタ ヒチ人 の静寂 の中で

の食事 の長 さを特記 してい る)悠 々 と生 と性 を楽 しむ島民 に欧州人 は魅せ ら

れた。本 国 に戻 れば最下 層の暮 ししかで きな い水 夫の中 には,こ の ままタ ヒ

チ に住 み着 きた い と船か ら逃 げ る者 もいた.楽 園 に逃 げ込 んだ(そ して素木ト

な歓迎 を受 けた)彼 等 が タヒチ人 に もた らしたの は,銃 や病気や酒 で あった。

タ ヒチの人 口は,1769年 には推定12万 人,そ の四半世紀後 には1万5000人,

第一次大戦後 には9。・・人 に減 っ喫.現 在 の仏領 ポ リネシア全人 ・が19万 ・ そ

の3分 の2が タ ヒチ島 に住 み,人 口 の7割 が ポ リネ シア人 で あ る。 タ ヒチ の

ポ リネ シア人 口 は9万 弱 にな る。 キ ャ プテ ン ・ク ック来 島 時 の人 口 は回復 し

て い ない 。銃 は,石 造 りの棍棒 バ トゥや 楯 で闘 わ れ て いた タ ヒチ の部 族 間 抗

争 に新 た な展 開 を遂 げ させ た。 戦 艦 バ ウ ンテ ィ号 で 反乱 を起 こ しタ ヒチ 島 に

残 った船 員 達 の銃 が,ハ ヴ ァイ イ(現 ラ イ ア テ ア 島)で 発 生 した,オ ロ を神

とす る新 興 宗 教 団体 ア リオ イ を信 ず る タ ヒチ の首 長 の1人 トゥの側 につ き,

彼 を ポマ レ王 の座 に据 えた ので あ る。 時 は移 りそ の数 年 後 世 紀 は変 わ り目 を

迎 え て19世 紀 に な る。 そ して つ ぎ に タ ヒチ 島 は,十 字 架 の 争 い に翻 弄 され る
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ことにな る。

数年遡 って1797年 に,宣 教師 の乗 った ロン ドン伝道 協会 の船 ダ フ号 がタ ヒ

チに到着 した・ ポマ レ王 はア リオ イ とし・う宗教団体 の長 の よ うな存在 で あ
っ

たた め改宗せず,1803年 に死去 した。 ポマ レ2世 は,英 国の流刑植民地 ニ ュ

0・ サ ウス ・ウェールズ(現 在 は豪 の州)を 相 手 に豚 肉 と火気
の取 引 をす る

な ど,銃 の時代 の波 に乗 せ られ た王 で
,そ の流 れで1815年 にク リスチ ャンに

改宗 した。購入 し続 けた武器 のおか げで1818年 にタ ヒチ を統一 したポマ レ2

世 のた めに・翌 年・伝 道協会 はパペ ーテに大 きな教会 腱 てた
.ポ マ レ2世

が1821年 に死去 した頃・ キ リス 激(プ ・テスタ ン ト)は すで にタ ヒチの住

民 の心 を撒 て いた・欧州文 明1こ見せ っ けられた銃 等の物 質や死後 の救済 と

いった醇 に魅せ られ翻弄 され
,デ ィ ド・の い う 「人 為的燗20)が 入 り込 ん

だ 自分 自身 を持 て余 した挙 げ句 の,ポ リネ シア人 の改宗 で ある。Oリ ネ シア

固有の生命 の創造神 タネか ら18世 紀 の新興 宗教 のオ ロ
,そ してキ リス トへ と

精神的大変革 を体験 した ポ リネシア人 の心 に,運 命 は もっ と揺 さぶ りをか け

てや ろ うと決 めた らしい。1836年 に仏 か らカ トリックの宣教師 が来島 した
。

銃 は既 にDリ ネ シアに存在 していた。植民地拡大 を狙 う仏 か らや って きた

の は 「古 いほ うの」+字 架 だ った・ その時 ポマ レ王家 を率 いていたの は,幼

いポマ レ3世 の跡 を継 いだ これ また若 いポマ レ4世 女王 だ
った。 プ ロテス タ

ン ト系 ク リスチ ャンであ る島民 は
,当 然 の選択 としてカ トリックの神父達 を

島 か ら追 い出 した・仏政府 は この チャ ンスに食 いついた
.カ トリックの神 父

を追 い出 したの は・ タ ヒチ島民 に よる 「フランス市民 に対 す る鱒11)で あ る

と撮 して きた・ この侮辱 を償 え と,ポ マ レ女王 に賠償金要求 を突 きっけた

ので ある。宗教家が布 教 に情熱 を注 ぐこと自体 は当然だが
,仏 は,そ れ を南

海 にお ける国家拡大 の拠点獲得 のた めウご利 用 した
.も っ ともこれ も当時 は強

大 な国々 な ら何処 で もが取 っていた政策 で はあ る
。 ともか く仏 の狙 いはタ ヒ

チ島 を麟 させ支配下 に置 くことにあった
.こ れ までの関 わ りか らタ ヒチ は,

英 国 に解決の助 けを求 めた。 しか し英国 はタ ヒチを守 るの を断 った
。世界 中
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に幾 つ も植民地 を持 つ英 国 は,丁 度 この時 ヴィク トリア女王 とNZの 東 ポ リ

ネシア系先住 民首 長達 との間 に主権譲渡条約(ワ イタ ンギ条約,1840年)を

結 ぼ う としていた ところだ った.植 民地 の維持 には膨 大 な費用 も人手 もかか

る。 タ ヒチ よ り将 来性が あ りタ ヒチ島 よ り大 きなNZの 島々のほ うを英植民

地 に選 び,タ ヒチ を見捨 てたので ある.1995年 ・姻 も含 む欧州連合(EU)

を核 の傘 の下 に入れ てあげ まし ょう,だ か らポ リネ シアの海 での核実験 を認

めな さい と仏 は主 張 してい る。そ う主張 で きる支 えは,160年 前 に遡 って仏が

タ ヒチを自領 とした事実 であ る。

省 みれ ばご り押 しによるタ ヒチの仏領化 が始 まった。かつ て 日本 を含 めた

国々 も採 っていた手法 を,仏 は今 で も同 じように使 う・ そ して仏 の実験 強行

を許 す先進 国の対応 の ほ うも全 く変 わ って いない。1843年,(そ の3年 前 に無

事 にNZの 主権 を得た)英 国 の外相 は英仏 関係 を損 ねない ように醜 して・

仏 の保護領条約 を認 めた。1995年,日 本 の首相 は 日仏関係 を損ね ない ように,

「遺憾 の意」を表明す るだけで国連総会 で名指 しの抗議 もで きないでい る。 ポ

マ レ女王 は日本 の首相 よ りは怒 りを行動 に移 し踏 ん張 った。1844年 か ら47年

まで,女 王 は抗議 のた めライアテア島 に引 き籠 って タ ヒチ に帰 らなか った。

島人 による小競 り合 い も繰 り返 された。 しか し英国が関心 を失 い,タ ヒチ島

の有力者が仲介するに及んで妊 も折れ契.そ の後は仏植民緻 府の思うが

ままのタ ヒチ支配 が始 ま り,今 日迄150年 以上続 いて きた。

仏 は近 脚 島々 を次々 と仏領 に し現 在 の仏領 ポ リネ シア には・23)チ を

含 む ソシエテ諸 島や核 実験場 で あるムル ロア環礁 等 を含 むツアモツ諸 島 も含

まれて いる。1860年 代 のツアモツ諸 島の海 はまだ汚染 されていないが,そ れ

を楽 しむ住民 の数 が極端 に少なか った。ペルーの奴隷船が島人 を南米 にさ ら

ってい ったか らで ある。 それ はタ ヒチで も同 じだ った。 かつて12万 人 はいた

臥 の数 も今や1万 人以下だった・仏擁}ま 綿膿 鞍 興そうと計画し・労

働 者 をク ック諸 島や香 港か ら連れ て きた り買 った りした。ペ ルー を非難 で き

ない 「非人道的労働管理」 で ある。北大路 弘信,北 大路百合子著 『オセアニ

204国 際経営論集No・101996



ア現代史』 に記 されてい る,当 時 の仏総 督の行状 や国際視察 団のお ざな りの

視察 は,現 代 も世界各 地で問題 になってい るこ ととレベルが全 く変わ らずい

い加 減 な ものであ る。

ポマ レ女王 は トップに立つ者 の使命 を自覚 していたが
,孤 立無援 だった。

1877年,無 念 な人生 を終 えた。 息子 の ポマ レ5世 は1880年 に退位 し(買 収 さ

れた との説 もあ る)・ポマ レ王家 は途絶 えた
.消 え去 ったの はタ ヒチの王国 だ

けではな く・ハ ワイ王 国 もま磁 亡 して いる
.ポ マ レ妊 の死 と相前後 して,

ライ アテア島,マ ル キーズ諸島,ツ アモ ツ諸 島,オ ース トラル諸島等,現 在

の仏領 ポ リネ シアに属 す る島々が仏領 にな り
,1900年 に仏領 オセアニ ア植民

地 が誕生 した。人 口激減,言 語 を初 め とす る文化 の フラ ンス化等
,ポ リネ シ

ア人 の島 は大変貌 を遂 げた・「原始 には
,文 明 に汚 され ない明 るい光 があ る25)

と期待 した ゴー ギャ ンは裏切 られ 『ノア・ノア』 に
,「 パペー テの生活 は・..…

私が逃れ て きた と信 じてい る欧州 その まま一 ・私の愛 していたの は昔の タ ヒ

チだ・

2fi)れ はす っか り滅 びて しまったな どと思 いあ きらめ るこ とはで き
なか った」 と裏切 られた気持 ちを綴 ってい る。

こうい った変貌 に加 えて20世 紀 とい う時代 は
,こ の海 ばか りの地域 に まで

世界大戦 の津波 をかぶせ よ うとす るの だが,大 津波 を見 て証言 す る ことにな

るポ リネ シア人 は余 りに少 なか った。 その うえ まさに この 「人 間が少 ない」

現況 を好条件 として,二 つの大戦 が終了 した直後 に南半球 が核 実験場 に選 ば

れたので ある。核 保有国 な りの大義名分 はあるが
,そ もそ も 「なぜ」 ポ リネ

シアに(或 は ミクロネ シアに)住 民が少 ないのか とい う疑 問が省 み られ る こ

とは まず ない。

お わ り に

第一 次大戦前,太 平洋諸 島 は独 英 に分割 され,各 植民地 は鉱物等 を大地 か

ら収奪 す る先進文 明型経済 に貢献 させ られ てい った
。パ ペ0テ は第一次大戦
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で独 の砲艦 に攻撃 された。 日本 は南洋群島 と呼 ばれた ミクロネ シア統治 の受

任 国 となった。 そ して第二次大戦 で は反 ヴ ィシー政府 派が多数 になった タ ヒ

チ等 の島々か ら仏領 オセ アニ ア志願兵が 出征 した・「太平洋 の フラ ンス領植民

地が 躰 にFr:1/1され る とい う噂27)カ§流 れたせい もある とい う・ 躰 軍 はそれ

どころか ミクロネ シア を含む太平 洋各 地で敗北 し,戦 後 マー シャル諸 島 は米

の戦 略信託 統治領 となった。広 島 ・長崎 に原爆 が投下 されて戦争 は終わ った。

仏領植民地 の 日本譲渡 とい う懸念 も消 え,太 平洋 に平和 の波が打 ち寄せ て く

るか に思われた。

戦後,日 本 や独が武 力で世界 の各地 を侵 略 した ことは現在で も批判 され国

際的 な緊張の要因 となってい る。歴史 か ら学 ぶの は人 間 としての責務 だが,

この責務 は太平洋諸 国諸地域 に対 して も果た され るべ きであった。 しか し戦

勝 国 はそ うしなか った ので あ る。米英仏 は太平洋 の島々 を分 けあ った。 日独

の統治 と激 戦の果 てに荒廃 した島々が復興 し自立 で きるよ うに,米 英仏 は援

助 をす る筈 で あった。 しか し太平洋 にお ける戦闘 の激 しさが生々 し く記憶 に

残 る時期で あったせ い もあ ろうが,戦 勝 国 には戦 略的拠 点 としての太平洋諸

島利用 しか念頭 になか った。太平 洋戦争が終わ って1年 も経 たない1946年7

月1日,米 国 はマー シ ャル諸 島の ビキニ島民 を強制 的 にロンゲ リック島 に移

したのち,ビ キニ環礁 で原爆 の実験 を行 った。 これが太平洋で繰 り返 され る

ことにな る何 百回 もの核 実験 の初 回であった。2年 後 にエニ ウェタ ク環礁 で

も核 実験が始 ま り,1952年 には世界 で初 めて水爆 の実験(「 マイ ク」)が 行 わ

れた。 ビキニ環礁 にお ける1954年 の水爆実験(「 ブラボー ・シ ョッ ト」)強 行

の際 には漁船 も被爆 した。

仏 の核実験 は1996年 初頭 に終 了 し,包 括的核 実」験禁止条約(CTBT)は

同年中 に調印 され るだ ろう と世界 は期待 してい る。 その時 には,米 によるビ

キニ環礁 での第一 回実験 か ら丁度50年 間 に渡 って,太 平洋 の人 と大気 と海 は

核汚染 を蒙 り続 けた ことになる。米が手 に入 れた新 しい兵器 を他国 も手 に入

れ ようとして激 しい競争 が始 ま り,更 に旧 ソ連,英,仏,中 が核保 有国 とな
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った・太平洋 の場合渓 醐 に使 われ た地域 で起 きてい る変死
,異 常出産,

未発達児 ・ そ して囎 放 射能 の問題 或 は第五福敵 の乗纐 の よう晦 上

で被爆 した人々 の死亡 や体 の変 調 は澗 査 は され たが責任 は取 られず じ
まし、

であ る・1954年 の水爆 実験 で死 の灰 を浴 びた ・ンゲ ラ
ップ島か らクェゼ リン

環礁 にあ礁 人 島へ移住 した島民 の話 が あ る
.「船 で故郷 の島 を出航 した と

き・ だれ もふ りむかなか った……発育 の とまった子 を もつ
,あ る父親 はぽつ

りとい った・ わた しは この島が好 きだ
.こ こには放射 能が ないか ら.28J)

全島民325名 が去 った。被爆 後30年 の1985年 であ る
。

ポ リネ シア人 の移住 を厭 わ ない民族性}こついて は既 に書 いた
.厭 わ ない と

い うよ りは航 海 移住 に よって活路 を開 いてい
った歴史 を持 つ.。 ンゲ ラ ッ

プ島 を7/」aC'J向かなか ったの は
・核 へ の怒 りカ・らではないか もしれ ない

.生 を

約 して くれ る島が眼前 に広が る海 の彼 方 にあ る筈だ と目を凝 らしていたのカ
,

もしれ ない・太平洋 の海 は・何+世 代 に も渡 って,ポ リネ シア人 を,ミ ク。

ネ シア人 を・ メ ラネ シア人 を生か して くれた
.海 は揺 り籠 であ り,家 であ り,

学校 で あ り識 場 であった・海 はC科 書で あ り
,冷 蔵庫 であった.墓 場 で

もあった。

だが この半世 紀間 に核 実験場 として使 われた海域 は
,ビ キニ環礁や エニ ウ

ェタク環礁 やムル ・ア購 や フ ァンガ タウフ ァ環礁 の海 は
,も はや墓場以外

の利用価値 はない・ だか らや は り・ンゲ ラップ島の住民 の背 は
,怒 りと纏

を語 っていたのか もしれない・核保有 国や核 の傘 に入 り 「騰 」 の確 か さに

安堵 してい る我々全 て は・世 界の少数民族 の土地 で海 で どの よ うな歴 史が繰

り広 げ られ て きたか を知 礒 務 があ る
。(1995年12月6日 記)

追 記:1995年12月27日 ・ 仏 は5回 目(通 算2・9回)の 核 実 験 を仏領 ポ リネ シア
.ム

ル ロ ア環 礁 で,さ らに96年1月27日
,6回 目(通 算210回)の 核 実 験 を フ ァ

ンガ タ ウ フ ァ環 礁 で 強行 した
。
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